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要旨青森平野I凡i部の台地上に位iifiする縄文時代の柴蒋遺跡であるｉ内ﾒLlll遺跡の完新１１t堆積物の層序を|ﾘlらかに

し，主として放射性炭素年代の測定とテフラの対比による綿年を行った。ミ内丸''1遺跡の完新世堆積物を岐終氷期と

それ以前の堆積物と区別して三内丸||州と命名した。－ｉ内ﾒL山屑は，胴ｲ;|Iの明瞭な違いにもとづいて，下位から，最

ド部肘（ＬＭ)，下部IＩＹｉ（L)，中部１Ｗ（Ｍ)，上部屑（Ｕ)，雌上部屑（ＵＭ）のＳ層に区分された。これらのうち縄文

時代|iii期中頃から細文時代中期未までの-ｉ|ﾉ、l丸'||の集淋の存在を示す辿物・辿構のほとんどはド部層に含まれ，縄文

時代中期末の集落の雌後の遺物・辿榊が'１'部屑の雄下部に含まれる｡下部１Wの最下位には|和田カルデラを給源とす

る｜和ｌＨ巾諏テフラ（To-Cu）が侠ｲl；する。下部肘は辿物を包含する人為堆積物によってI',I<なる傾向がある。台地

の斜1mや谷底での下部牌は円筒下胴式|:器を包含する廃棄物屑からなる。台地'二の下部屑は円筒上増式１２器や榎林式・

雌花式・大木１０式上器を包含する閥|洞を圭休とし，州立柱遺構や墓の辿椛を挟在する。多くの放射性炭素年代は，

_臭内丸111の縄文時代の集落が５１００～３７５()ｙｒＢｌ〕（395()～Z1SOcalBC）の長期間存在したことを示した。また，縄

文時代|iii期と縄文Ｉｌｊｆ代1-|｣期の境が４６００ｙｌ･ＢＰ（345()ｃａｌＢＣ）であることもﾉj<した。

キーワード：青森，’'1筒-ｋ器文化，純文時代前．｢'１期，放射性炭素ｲド代，人為堆積物
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はじめに

青森市の南|ﾅti部，沖鮒川東方に位iifiするＺ内丸山遺跡は，

縄文時代前1ﾘlIl'岨からLl-l剛終末までの規棋の大きい集落跡

遺跡および平安時代の集落跡と中世の城餅跡をもつ遺跡で

ある。とくに縄文時代のif落跡遺跡としては学術的にきわ

めて亜要であることが確かめられてきた。その根拠は．約

3Ｓｈａにおよぶ広大なi伽!iをＩｌＴめるｋ，畷穴住届を主とす

る居住域や，列状あるいは塊状の墓域，ｌ１ｊＩさが２ｍ前後

にもおよぶ複数の盛土遺椛，人型の掘立林唯物遺構，台地

斜面や谷底の大規模な捨て場遺構などさまざまな施設が配

置され，当llfの社会や'|ｉ活文化を知ることができるからで

あるさらに，これまでに確かめられた細文時代前期中噸

から中期終水までのすべての上器型式がH1土し，少なくと

も１０００年以上にわたって存続した拠点的な集落であるこ

とが分かってきたからである。このような亜』要性が認めら

れて，１９９７イド３ノ｣には'五|史跡に，また２０００年１１）jには

lE|特別史跡に指定された。

一方，台地斜面や谷底にはおびただしい動物や植物の造
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体が廃棄されており，それらを包含する堆械物が低湿地の

環境下で形成されていることから、当時の環境と資源の獲

得・利用の実態が復元できる遺跡として注|」された。こう

した環境や資源利川については，遺跡の北Iﾉﾘ部にあたる第

６鉄塔地区の袷て場遺構の総合的な調査（青森県教育庁文

化課，1998a）や，北の谷地区の低湿地部における総合的

な調査（梅原・安|H，1995）が実施され，ニヮトコ属を主

体とする特殊な柚物辿体群の利川やクリからなる人為的な

生態系の存在が指捕されてきた。

このように縄文時代の拠点的な集落辿跡としての重要性

や環境とのかかわりについて新しい事実が|川らかになって

きたが，膨大な遺物を包含する地屑や辿椛の層位と編年に

ついては必ずしも|･分な調査研究がなされてきたわけでは

ないに：また環境や盗〃i(利川に関しての新しい事実を保証す

る地層の記載（記録保存）や屑序の確立は行われていない。

北の谷地区で実施された総合的な洲査では花粉分析や種

実分析など自然科学的調査がなされているが（梅原・安'11,

1995)，どのような地層の検討を行ったのかさえ確かめる

ことは困難で，追認を許さない。考占学においては，重要

な遺構や遺物のみが記載の対象となり，同時に記載され保

存もされなければならない模式層序や棋式地が記載の対象

外となることはありがちなことで，マスコミに煽られ著名

となってしまったこの遺跡でも，研究荷や一般の興味をそ

そる事実だけが取り上げられるようになった。そのため地

質やその層序については議論されてはこなかった。三内丸

山遺跡の調査研究の総括として刊行された『青森県史，別

編，三内刈|I遺跡』にも，地質と層序はまったく盛り込ま

れていない（TIi森ﾘI!;史柵I,iさん考古部会洲，2002)。編年に

ついては，土器jIW』式の認定によって前期'1'頃から中期終末

までの時期の設定はなされてきたものの，辿構や遺物，そ

の包含層としての地脳の特性や対比および環境変遷との対

応関係についても資料は乏しい。台地から谷底といった異

なる地理的空|川を含む広大な遺跡であるとともにｌＯＯＯ年

以上と見積もられる長期間におよぶ策然であるため，これ

までの調査研究による成果や今後の成果を総合していくに

は遺跡全体にわたる胴序と編年の確立がｲく111欠である。

この小論では，１９９２年以来の発伽,淵介で確認されてき

た主要な地区での地質とその層序，とくに環境変遷や資源

の利用について今後詳細な対比や内容の比較検討がなされ

ると思われる台地斜而から谷底の地質とその屑序を重点的

に記載するとともに，遺跡全体の刑序を捉示し，周辺地域

との関係についても概観しておきたいなお,編年にあたっ

ては，確認されているほぼすべての土器咽式に対する放射

性炭素年代測定についての辻・中村（2001）の成果を基

礎にしたが，そこでは表示のみで測定試料の層位などにつ

いて記載されていなかったものについては小論で補足する

ことにした”遺跡の発ｌＩｌＩ洲査は今後も１０年以上にわたっ

て継続される予定であるので，とくに台地上の人の活動に

よる人為的な地層については改訂・再編が行われることを

期待したい。

調査の経緯と遺跡の概要

三内丸山遺跡は,』f森巾大字三内字丸'11を''１心に位置して

おり，その存在はすでに江戸時代から菅江真澄（1799）ら

によって知られていた。したがってこの地域の|)'1発にとも

なって青森市や青森県が何度も発掘調査を実施してきた遺

跡である。今日も継続している三内丸山遺跡の発掘調査は，

Ｔｌ『森県総合運動公園の拡張終備事業にともなう堺前の遺跡

の記録保存を目的として始められた。この事業は１９９１年

８月に決定され,次の年の１９９２年４月から洲行が始まった。

１９９２年度は県削!y球場建設予定地と東北地力送噛線鉄

琳移設にともなう第６．７．８鉄塔建設予定地が洲資された。

野球場建設予定地の北部にあたる北の谷地区とその北西方

にあたる第６鉄塔地区では台地斜面から谷底にかけての低

洲11地性の堆積物と土器その他の考古遺物および動物・植物

辿休が確認され，細文時代の生業の復元に膨人な資料を提

供する地区として孟悦された”そのため次の１９９３年度も

これら２地区の本洲街がfi地上の居住域や磯１１辿構と並行

して継続された。１９９４年喚も野球場建設予定地の台地上

と北の谷地区が継続して洲査された。ところが７月に北内

部の台地上で直径１ｍにおよぶ巨木の６本柱が発見され，

それまでに確認されていた第６鉄塔地区，北の谷地区，台

地'２の礎上遺構などとともに縄文時代を代表するIⅡ要遺跡

であることが認識された。そして８月１１１に野球場の建設

｣皇'1$の中止と遺跡保存を決定した。この時点で|州発のため

の洲布から保存のための調査に切り替えられた。したがっ

て北の谷地区については岐卜．部まで掘り下げず，確認にと

どめる調査になったので、遺物が最も多いと予測された集

落初期の層序や生活文化については調査が未粁手のまま保

W{されている,なおこの年度までは青森県埋賊文化1M･調査

センターが調査を実施した｡

１９９５年度以降は文化庁の補助金の交付を受けて'１１史跡

指定に向けた範囲確認洲査が実施され，１９９７年３月に国

史跡に，２０００年１１月にIIil特別史跡に指定された。これら

にかかわる調査は青森県教育庁三内丸山遺跡対簸室が実

施し，１９９５年度から節１次調査と呼ぶことにし，２００５年

度までに第２９次洲査を実施した。大半が台地上の施設の

確認洲査であるが，第６次洲杏が北山部の台地斜而の捨

て場を，第８次調査が北東部の列状墓東端の低地部を，ま

た第１２次調査が北の谷南端部の谷頭部をそれぞれ含んで

おり，詳細な層序の検討や環境復元・資源利川のための調

査が並行して実施された。これらの調査によって遺跡範囲
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図１＝内丸111進跡の位俄および本論で記載する地区・地点・遺購の位置．

の約４０％が確認された。

これまでの調査は遺跡の全域におよんでおり，而積が広

いこともあっていくつかの地区が設定されている。他行:的

に使用された名称も整理されてきたが，小論で対象として

いる層序の調査とはかかわらない地点は地区名が無かった

りするのでここで確認しておきたい（図１)。まずｉ内丸111

遺跡は北・南・近野の３地区に大きく区分されている。遺

跡の中央に東から四に食い込むように入る南の谷を境に，

北を北地区，南を南地区と呼ぶ。南の谷の本流より南には

近野遺跡があり，この遺跡を含む三内丸Ill遺跡南部を近野

地区と呼ぶ。これらの地区のに'１での小さな調査地Ⅸの呼称

は混乱を避けるため発掘調査時の名称か年次調査の名称を

川いる。すなわち,北地区で対象としたのは,第６鉄塔地区，

北の谷地区，台地ｋの施設遣枇である人ﾉﾘ1掘立柱辿榊，溜

池状遺構，盛土遺構，および年次調査区である第６次，第

８次，第’２次調査区である。１９９３年度に青森市によって

澗査された北東部の小三内遺跡はその後三内丸'11辿跡に組

み込まれることになったので，ここでは||｣小三内辿跡地区

と呼ぶ。この地区は北地区の北東端を,'｢めている。府地陛

で対象とした遺構は節１１号ＩｌｌｉｌＨｉ遺構の１箇所だけである‘

ボーリング調査を実施したいわゆる南の谷と一連の溜池・

‘低湿地部をまとめて|櫛の谷地|Ｘと呼ぶ。肘の谷地lXは南地

区に含まれる。なお北地区の第６次調査区はその後も第９

次，第１９次，第２５次，第２７次，第２９次と洲査域を拡

張しながら調査を飯ねてきたが，基本的には層序を確認し

た第６次を用い，その後付加された調査については必要に

応じてその年次洲fii名を用いる。

考古学的な時期区分の基本になっているのは-|器型式で

ある。三内丸山遺跡で使用されてきたｋ器型式‘f′iは以下の

通りである（小笠服，2002)。円筒~~ドﾙ#式はａ，ｂ，ｃ，ｄ１，

．２の５形式，円筒上層式はａ，ｂ，ｃ，ｄ，ｅの５型式であ

る。円筒式ｋ器のあとの土器は，榎林式，最花式，そして

最後の入木１０式と呼ばれる。円筒下胸式が純文時代前期

中頃から終末まで，「'1筒|側式とその後の３型式が縄文時

代中期にあたる。純文時代''1期後半になると東北地方南部

に栄えていた大木式土器をもつ文化が北上して円筒式土器

の分化と接触し，しだいに入木式化が進行したと考えられ

ている（Iii川，2006)。すなわち，円筒上層ｄ式は大木８ａ

式の影禅を受けて変化し，人ノド式の影紳を強く受けた円筒

|息層ｅ式を生み川した。大ﾉ|く式はさらに浸透し大木８ｂ式

に対応する次の榎林式を，さらに大木９式に対応する鹸花

式を縦み出し，般後に人木１０式そのものに変化して縄文

時代１-'－１期は終鳶したとされている。三内丸山遺跡では，大

ﾉｋｌＯ式のあとに少篭ではあるが縄文時代後期の-'一腰内式
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土器が検出されている。十腰内式はさらにＩ～1Ｖ式に分

撤されている。三内丸山追跡が発掘洲衡されるまではこ

れらの土器型式は青森県を中心とする各地の遺跡で断片的

にしか確認されなかった”三内丸lll辿跡では，一つの遺跡

だけですべての土器型式が確認され，しかもその川|含量が

青森県内の過去２０年間の川土量にあたると見枇もられる

ほど膨大であった。

三内丸山辿跡において岐初に構築された基本肘序は野

球場建設]P定地になっていた北地Ⅸの台地上についてのも

のであった（TI『森県教育庁文化課，l998b：川口，2006)。

すなわち，上位から第１１凶，第Ⅱ〃'i，第１Ⅱ肘，および第

１Ｖ層の４肘に大区分された。それ以下の基淵（いわゆる

地ｌｌｌ）は第Ｖ牌第VIM，第VIIIwに区分された。第１暦

は表層部の耕作土および'1'世までの辿物包含胴が含まれ，

IalwからlcIまで細分されている，館Ⅱ層は平安時代か

ら縄文時代中期末の人木１０式および併行期土器の包含屑

が含まれる。大木１０式および併行期土器は第Ⅱ胴の基底

部に包含するとされる。節IⅡ層は細文時代I|｣ﾘﾘl後半の最

花式土器から縄文時代前期I|｣頃の|｣l筒下屑ｂ式土器までを

包含する地|『ｳが含まれる。第1Ｖ脚は黒色あるいは黒褐色

の行機質な泥からなり，円筒下層ａ式|甚器を包ffii･する。節

V脳は黄褐色ﾙ''1粒軽石Ⅲ1で更新|Ⅱ:末!ﾘlの千曳浮ｲi屑に対

比され，その1名位の第Ｖ牌は漸移胴とされる。節ＶⅡ暦は

黄褐色ローム質粘土牌で，その下位に岡町層を椛成する砂

ＩＷが堆積する”併行して発掘調査が災施された北IILi部の台

地斜面から谷底にかけての第６鉄塔地区では，辿物包含胴

が台地上に比較して非常に厚く，また多数の堆砿物の単位

に細分されたため，台地'２とは別の１W序が設定された,す

なわち基盤を樋う堆積物は上位から節Ｉ層から節Ⅵ層まで

の６層に大区分され，第Ｖ層はさらに第Ｖａ，ｂ，ｃ屑に，

また第V１１曹も第VIa，ｂに細分された。ここでの節ⅡI層か

ら第ｖ層が111j;球場建設予定地の節Ⅱl牌に，第ｖｌｉ４が野

球場建設予定地の第１Ｖ牌に対比された（青森県教育庁文

化課，1997)。これまでに確認された縄文時代前期巾頃か

ら巾期末までの遺物包含ﾙｨのほとんどは台地上の野球場建

設予定地での鮒IIII習に含まれており，最上部の中期終末

期の大木１０式および併行期土器の包含屑のみが第Ⅱ層に

含まれるとされている。また，検出されたさまざまな遺構

の多くは台地上の第111ル1に含まれているが，その多くは包

含されるｔ器の型式によって層位が判断されておI)，掘立

柱建物遺構や墓など土器を伴わない辿構の多くは雄本屑序

との関係が|川確でないものが多い』

’二器型式の編年に沿ってまとめられた三内丸'11遺跡の集

落の移り変わりは，以下のようであったとされている（岡

田，2002)。すなわち，細文時代前期L'-1頭にムラが出現

し，北地区の小而積に住巾+と墓が，北両部台地斜1ｍと北の

谷に捨て場が作られた,前期後半では住居域がいくぶん拡

大し，ムラの拡大の兆しが見られるようになった。中期前

半になると，やはり北地区において３箇所に磯11場が形成

され，巾央から東方への列状の墓が作られた．この時点で

拠点的なムラが出現した。中期'二'1噸では北地区だけでなく

南地区や近野地区までムラは拡大し，住居域や蕊域はもっ

とも広がった。この時点で巨大なムラが完成し最盛期に逃

した。’'三11ﾘl後半ではムラの施設ｌＩＷｉｌの規則性が崩れ始めた↑

この時期に環状の配列墓が作られるようになる。そして''１

期末にはムラは縮小し，さまざまな施設配慨が見られなく

なった｡このように，ムラは中期初蚊から拡大傾向を見せ，

111期中、に肢大規模となったと推定されているr，

調査の方法

地質とその隅序の洲filiは遺跡の発ｌＩＩｌ調査に併行して現地

で実施した。遺跡の而積が広く、また台地上から谷底にお

よんでいるので，発掘調査地瞳ごとに可能な限り模式地点

(あるいはスタンダード地点）を設定し，便、Iﾉﾘに地区|ﾉ１

で使用できる地層単位を命名した。混乱を避けるために発

掘調査にともなって設定されたいわゆる土層区分の名称を

使用するようにしたが，北の谷地区のように発掘調査はな

されたが|州区分がなされていない地区や，｜判の谷地区の

ように発’11調査がなされていない地区については，いわゆ

る士層区分とは別個の区分をおこなった。南の谷地区での

調査は，シンウオール・サンプラーによるボーリング・コ

ア堆積物の採取によって行った。台地斜面から谷底にかけ

ての水成の堆積物の記救は，有機質な堆積物について確立

されたトロイエルースミスの記載システム（Trocls-Smith，

1955）を堆本にした。したがって，低湿地遺跡において考

ＴＩＴ学でしばしば用いられる泥炭とここで用いる泥炭とは''１

義ではない。ここでは現地での観察と灼熱減並および構成

柿物遺体の|人l容から，生育していた植物の辿休がそのまま

現地堆検した堆積物を泥炭としている。

放射性炭素年代の測定は現地のトレンチあるいはボーリ

ング・コアから直接採取した試料を川いて行った。基本的

に堆積物に含まれる数年輪しかない細い木炭を選択して試

料としたが，木炭が検出できない場合は非燃焼の木材を試

料とした。また，試みに上器に付筒した炭化物についても

数試料を測定した111'1定方法は辻・中村（2001）で述べ

たとおり大半がＡＭＳ法によっているが，非燃焼の木材の

一部はベータ線法によった。コード番号にBcta-が付され

たものはアメリカのベータ社によって，またNUTA-が付

されたものは名古陛大学年代測定総合研究センターで測定

された。なお，旧小三内遺跡地|><での放射性炭素年代測定

は，別佃に採取された非燃焼の木材について八戸工業大学

においてベータ線法（低バックグラウンド液体シンチレー
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ションカウンターシステム）によって測定され，コード番

号にＨＩＴが付されている

二内丸111遺跡では芥底の111i械物から３層の・次堆横のテ

フラが見出されたが，それらの分析はパレオ･ラボ社によっ

て行われた｡火ｌｌｌガラスと斜ﾉﾉW11iｲ『のIMI折率は，温度変化

型屈折率測定装澗（RlMS86）を川いて行われた。

表１二内丸111脚の各地区・地点での便宜的な区分の対応関係と遺構の層位．

屑序について重点的に記戦する」

なお，本論文で設定する三内丸11州と，辿跡光り111洲代の

際に区分され，かつ発#Ⅱ|訓査報告書で仙川されてきた土伽’｜

区分，各地区や地点で仙宜的に使川されてきた1W序低分と

の対応関係を表１にまとめて示した。各地区や地ﾉ､'､(で使川

されてきた層序区分は，さまざまな分析的な研究に使川さ

れており，試料番号や試料名をそれらのliYi序に対応させて

付けられている場合が多いので，ここでの刑序の確立後も

使用され続けられる性格のものである。また，それぞれの

調査研究の成果によって，噌序は再定義される『'1能性が常

にあるので，今後の調査研究の成果報fIfにおいても，ここ

での層序との対応関係を示していただきたい。
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２.三内丸山層と層序

三内丸山層Sannai-maruyamaFormation（新称）：低位

段丘の最上部を構成する千曳浮ｲ淵と上下の風成ローム隣

を不整合に覆う褐色・黒褐色・暗灰色・黒色の陸上堆械物，

および台地斜面から沖館川低地とその支流の谷底に唯積す

る同時異相の主として水成堆積物からなる。これらにはｔ

器などのおびただしい遺物を包含する人為的な堆横物が挟

まり，人為的な堆積物のみからなる厚い地|州１位も棚めら

れる。たとえば北地区の儲土場を構成するﾊIさ２ｍにもお

よぶ単位である“台地の斜面には段Ifl2から迎統する陸上

堆積物がより厚く堆積し，大最の遺物を包含する薄＃1に細

かく分層される、遺物のみであったり特定のi'’i物辿体のみ

であったりすることからこれらの単位は人柵的に形成され

たものである。沖館川低地とその支流の谷底には泥炭や何

機質な水成堆積物が厚く堆横しており，低地に成立してい

地質と層序

１．地質の概要

三内丸山遺跡はもっとも広い１ｍ横を占める標高ｌｏ～１８

ｍの低位段丘とそのi凡il1Illの標商２０～５０ｍの中位段丘，

および両段丘の段丘雌，沖穣而沖積1ｍとの段丘崖に立地

している（久保ほか､2006)。よりI凡i側には丘陵が広がるが，

この地形は下位から八''''''第１期火砕流堆積物，砂牒とシ

ルトを主とする岡Ⅲ胴，および八''1ｍ第２期火砕流堆積物

からなっている。八甲Ⅱ'第１期火砕流堆積物は約６５万年

前，八''1m節２期火砕流堆横物は約４０万年前と推定され

ている（村岡・促谷，1990)。’|'位段脈の上部は風成ロー

ム層からなり，妓終間氷期の114〔後のホ標テフラである洞爺

テフラ（Tbya）を挟んでいる｡低位段庇には千曳浮行屑と

される黄褐色細粒I附_iと上下のロームｌＷが風成で堆積して

いる（山ｕ，1998,2002)･言|ﾉ､l凡|||遺跡を裏付けるおび

ただしい遺構・辿物をt』合する瓜成あるいは水成の完新世

堆積物はそれら更新世の一巡の堆積物をｲく幣合で覆ってお

り，丘陵から段If，および段斤雌から沖械低地にまで広範

|〃|に分布しているこれら一連の‘新|U:堆積物を三内丸山

層と呼ぶことにする”以卜．では，三内丸|｣州およびその区

分について慨I災を述べた後，１ilil々 の地l必地点での地質と

Ｌ
Ｌ
６
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た森林がそのまま埋没林として埋没していることもしばし

ばである。

三内丸山層は，北の谷地区において模式的に1,,Lることが

できる。台地上から斜面にかけての陸上堆稜物の隅序は，

北の谷の西側斜面において（図３)，また谷底の水成堆砿

物の層序は谷底の地点ＡからＧにおいて兄ることができ

る。層相の明瞭な差異にもとづいて，言内丸lIl脳は．ド位か

ら最下部層（ＬＭ),下部層（L)，1-'Ｉ部隅（Ｍ),上部＃'１（U)，

最上部層（ＵＭ）に細分される（|叉'２)。

最下部層（ＬＭ）は台地の斜而から沖館川低地および

支流の谷底に分布する。主に砂，砂裸，シルトからなる

が，全般に粗粒の砕屑物が卓越する。北の谷地〆の地点

ＡからＢでは砂層からブナの殻斗および果実が多数産出

した。また，立株をともなう埋没林ﾙｨが挟まっている。こ

れまでの調査では，第１２次調剤ｘにおける11Ｍ<色砂質粘

士層から円筒式より717い段階の土器片が検出されているが，

詳しい土器型式や時期についてはまだⅢ｣らかにされていな

い。台地上では硬く粘性のある黒色ことなって広く分布す

る。これは下部｝曹（L）の構成単位である磯ｔ遺椛の撚止

偶に覆われるところでは厚さ３０～５０ｃｍと浮く堆祇して

いるが，盛上屑に覆われないところでは薄屑化し，一般的

に上位層（Ｕ）との境が不|ｿ｣暗になる。雌ド部伸１（ＬＭ）は，

野球場建設予定地において区分された館1Ｖルイに当たる。

下部層（L）は台地上から低地および谷底にかけて広〈

最下部層

５

凸門１期’

段丘構成層

毎脚

回 砂磯皿黒色土一目-ﾃﾌﾗ卿植物塚

図２言内丸山進跡のiを喫地|Ｘ・遺椛の肘)裳
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鯛 蕊謹謹
叶凸1円

鍵；リ下部層
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分布する。台地の斜而から沖飢川低地と支流の谷底では，

卜部に立株をともなう埋没林層や泥炭屑が堆積するが，巾・

上部では砕Ii1i物が多い泥暦や砂篠崎が堆械することが多

い。｜|]小三内遺跡地区の沖館川低地では下部に埋没林ＩＷと

泥炭屑が，’'1．上部に砂牒居が唯積する、泥炭層にはI1jIさ

数ｍｍの白色の軽石簡火'11灰が挟まるがこれは後述す

るように十llIn巾撤テフラに対比される”支流の南の谷地

区では砕屑物をほとんど含まないﾉＭ良質の泥炭屑からなる｡

一方，北の谷地区では．下部に埋没林層および泥炭層が堆

械するが，中・上部では土器などの遺物を包含する泥炭・

砂牒・泥|｛,↑からなっており，多数の植物塚が挟まっている。

さらに谷の中央を南北に縦走する堤状の遺構が挟まってい

る。これは多11tの土器を包含する泥が人為によって僻I）｜§

げられたもので，表而には多量の土器が貼り付けられてお

り，谷の奥部では斜めに打ち込まれた杭列も確認されてい

る上部ではＶ字状にｌ１ｉり込まれた穴の巾に多量のトチノ

キの種皮がMH債するいわゆるトチ塚が確認されている。北

地区の台地|堂では北と南の２箇所において岐人で厚さが２

ｍにもおよぶ盛土屑となっており，最下部〃↑（ＬＭ）の黒

色上を覆って堆積している。盛土は多数の細かな単位に細

分されるが，頑として多量の土器を包含する|ﾘl褐色ローム

か暗褐色土から構成され，しばしば木炭片を多景に包含す

る蝶色炭質胴も挟在する。第６鉄塔地区の台地斜面の唯横

物もおびただしい土器を包含する泥層が卓越するここで

は後述するようにニワトコ届を主とする極実のみからなる

ｲiIIi物塚が数ｍの範囲におよぶ規棋の大きなlW1位となって

堆積する。下部層（L）には円筒下|筒ａ式上器から雌花式

土器までが含まれる。野球場建設予定地において区分され

た節Ⅱ1脚に当たる”

’11部層（Ｍ）は台地上から低地および谷底にかけて分ｲ|ｉ

するが，台地上から北の谷においては５０ｃｍ以下の薄岬

であり，沖飢川低地や文§流の南の谷では２ｍ以|§と厚く唯

砿する．北の谷では．トチ塚を含む1,.部層を削り込んで不

終合に覆っており，南北に伸びる堤状の遺椛の西側の低所

に堆積する‘，立株をともなう埋没林肘あるいは泥炭1弾と砂

肘からなり，縄文時代後期の十腰内式土器を稀に包含する。

沖餅川低地のⅡ｣小三内辿跡地区では”厚さ３ｍにもおよ

表２二内丸山層に挟在するテフラの淵石記救的特徴

ぶ砂側胃からなり，下部ｌＷを削り込んで一部では不整合に

覆っている。この砂篠隅には多量の丸太材が含まれる。南

の谷地区の支流では厚さ２ｍ以上の泥炭層あるいは有機

質の泥屑からなる。台地の斜面から台地上では黒灰色から

黒褐色土となり，最下部（ＬＭ）あるいは下部胴（L）との

境界において大木１０式|を器を多数包含している。野球場

建設予定地で区分された節Ⅱ暦のド部に当たる。

ｌ:部層（Ｕ）は台地上から低地および谷底にかけて広く

分ｲ|iし，台地ｋから斜1ｍでは黒色土からなり，低地から谷

底では木材を含まない1'i’〔ﾉ|可そ体の泥炭層からなる。黒色上

には後述するように白頭|||苫小牧テフラ（B-Tm）を，また

泥炭用にはＢ－Ｔｍとその111[下の十和ＩＩｌａテフラ（Tb-a）の

２肘のテフラを挟む“南の谷地区の鮒８次調代区では，平

安時代の水、と畦畔をill1jテフラが秘う。野球場建設予定地

で|ｘ分された節Ⅱ層の上部に当たる。

雌上部層（ＵＭ）は台地上から谷底にかけて広く分布し，

台地の斜面から谷底にかけては１ｍ以上と厚く堆積する。

台地上から斜|、では黒灰色から暗灰色土からなり，中世以

降の遺物を稀に包含する“南の谷地区では草ﾉ|鳶主体の泥炭

|Wからなり，呪化も唯磯しつつある。野球場雌設予定地で

区分された第１I杵に当たる。

下部屑（L）の泥炭Ⅳ1に挟まっていた火山灰および上部

隅（Ｕ）の泥炭IWiと黒色土に挟まっていた２１弾の火山灰は，

鉱物組成と火111ガラスと斜方輝石のＭ折率にJILづいて，下

位からTb-Cu,Tb-a,Ｂ－Ｔｍに対比された（表２)。すなわち，

|||小訓人l遺跡地区の下部ﾙリ（L）肢ド部の泥炭〃↑から発見

されたｌＬｌ色軽ｲi質火山灰は，軽石咽火''1ガラスと斜方・単

斜ｉｌｌ１ｊ輝石からなり，屈折率の一致から十和田カルデラを給

源とする十ﾉ|ﾐ|ⅡH巾脈テフラ（Tb-Cu）に対比されるこの

テフラと土器ﾉﾘ』式の関係は星・茅野（2006）によって明ら

かにされており，大木ｌ～Ｚａ式はテフラの下位に，大木

2ｂ式はテフラの下位あるいは上下に，入木３式はテフラの

上位に，また'ﾘ筒下臓ａ式はテフラの上位に位固づけられ

る。その年代は，５０５０±７０ｙｒＢＰ（Beta-134974)，５０８０

±ｌｌＯｙｒＢＰ（Beta-134971）という放射性炭素年代が得ら

れている（辻・中村，2001)。三内丸山遺跡では台地上か

ら谷底にかけての上部肘（Ｕ）において広く確認できる淡

地区・地点 テフラ 火山ガラス 主な鉱物

北の行地区

Ｃ地点

l'|ⅧllIi'1ﾔ小牧

Ｂ－Ｔｍ

’唯ｨi型，バブルノＷ１

ｎ：1.5116-1.5176(1.5144）

アルカリ良打

旧小二内辿跡地区

ＫＳＮ－Ｓ

－１･剛H１ａ

ｌｂ－ａ

|和|+|中撤

Tb-Cu

ｉ降石型

、：1.4968-1.50Z８（|､5()０２）

軽石剛

、：１ .S089-1.5132（1．５１０８

斜方輝石，蝋斜輝石

opx（γ）：1.7006-1.7085(1.7073）

斜方輝石，噸斜輝石

opx（γ）：1.7036-1.7078(1.7037）
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戯白色の細粒火山灰は，バブルノliI1火山ガラスを主体にし，

アルカリ長石を含むこと，また火山ガラスのﾙｌｌ折率の一致

から，朝鮮半島の|‘1頭'11を給源とする白頭'''1''1f小牧テフラ

(B-Tm）に対比される。谷底においてＢ－Ｔｍの'''1下に挟ま

る口色軽打質火111灰は，鉱物細成と屈折率の一致から十和

田カルデラを給源とする｜-和田ａテフラ（'Ib-a）に対比さ

れる。これら２暇のテフラはともに平安時代のｌＯｌｌ蹄Ll前

､'2に降下したとされている（町'二Hほか，1981)。

３．主要地区および遺構の層序

ｌ）北の谷地区のｌｌ１序

北の谷地区（図４）では台地の斜面から谷底にかけての

ｉﾐとして水成堆積物が堆積し，雌下部層（ＬＭ）から最'二

部鵬（ＵＭ）までがすべて確認できる。この地怪は夷|ﾉ1丸

1|_|遺跡の模式地であり，最下部卿（ＬＭ）と下部僻（L）

は地点Ａ･Ｂにおいて,また下部岬（L)から雌ｋ部ﾙｲ（ＵＭ）

は地点Ｃ～Ｇにおいて模式的に兇ることができる。．'､要

な遺構としては谷の方向に沿って南北に仲びる堤状遺椛と：

地点Ｐで確認されたトチ塚がある。両者とも「部隠（L）

に挟まるが，前荷はド部に，後符は上部に位瞬づけられる。

地点Ａ・Ｂは谷の川|Iに位侭する。トレンチ確而の写真

を図ｓに，地質柱状図を図６に示す。ここでは便宜的に下

位からＥ，Ｄ，Ｃ，Ｂ，Ａ，Ｓの６牌に区分されたが，Ｅ脚

からＣ層が最下部〃'Ｉ（ＬＭ）に，Ｂ層からＳル'|が下部〃１

(L）に当たる。Ｅルリは中粒砂からなり，上部で木材片など

を多量に含む泥炭を挟征する。これには多数のブナの果実

および殻斗の遺体が含まれる。Ｄ屑は下位から泥炭凧砂

層，泥炭層からなり，ＤＣ，Ｄｂ，Ｄａに細分される。ＤＣ屑

には立株や根が多数含まれ，埋没林層とみなせる。Ｃ岬

第６鉄塔地区

Ｏ

ＯＣ
Ｄ‐ー｡::。‐

大型掘立廼鋤
ー｡::。‐
大型掘立廼鋤
ー｡::。‐
大型掘立廼鋤
ー｡::。‐
大型掘立廼鋤

一｡

一 一 一 Ｏ

大型掘立廼塑鋤

０５０ｍ
！・０！
０５０ｍ
！・０！
０５０ｍ
！・０！
０５０ｍ
！・０！
０５０ｍ
！・０！

IｂIｂIｂIｂ

b■

溜池状遺構・

~叩
溜池状遺構・

~叩
溜池状遺禍溜池状遺構・

~叩■b■

巳●誌堂ii帆
盛土遺描

(北盛土）誌堂ii帆誌堂ii帆誌堂ii帆巳●

地|屋地|屋地|屋地|屋

ＩＩＩＩＩＩＩＩ1'１
'･第１２次調査区
、、一君、1,←．．
'･第１２次調査区
、、一君、1,←．．
'･第１２次調査区
、、一君、1,←．．
'･第１２次調査区
、、一君、1,←．．

１２次雲査区
一君、ユグニ._

ＳＳＳＳＳ

ややややや

図４二内丸!|I辿跡北西部の地区・地点・辿構の‘位慨

Ｉ

は,'111i物辿体を含む有機質泥ﾊ､'１と砂川'‘iからなり，Ｃｂ，Ｃａに

細分される。Ｂ牌は泥炭層であるが，脚;'二Iの明瞭な違いに

よってＢｂとＢａに細分される。ＢＭｆｉは立株などの木材を

多雌に含む泥炭からなるのに対して，Ｂａ層は黒褐色のや

や分解質な泥炭からなり，木炭や砂からなるレンズ状の薄

層を多数挟在する。Ａ層は砂篠あるいは有機質の泥からな

り，クリの果皮や木炭などの柚物辿休からなるレンズ状の

薄岬を狭在する。また下部には|ﾘ筒ドルｆｂ式土器が多量に

包含される。Ｓ牌はシルト質の草本泥炭からなり，ハンノ

キの果実や木材砕片からなる薄I櫛を挟在する。両地点から

は１２脚準の放射性炭素年代測定値が得られており，最下

は約S900yrBP,妓上は約４７００ｙｌ･ＢＰであった（辻｡中村，
2001)。

図５北の谷地区の地点Ａと地ﾉ,!､(Ｂの地Ⅳ1断血



１

ｉ内丸山遺跡の層序と編年（辻誠一郎）

る。上部層（Ｕ）はTﾐとして草本泥炭からなり，下部のｅ

ｌ曽にはりl瞭な･次堆積のＴｏ－ａとＢ－Ｔｍの２層のテフラを

挟在する。また上部のｃ層には立株をともなう埋没林が挟

在する“肢上部咽（ＵＭ）のｂ層とａ屑は暗灰色から灰色

を呈する泥からなる”

堤状遺Wfは「道路跡」とされ，その規模はＩｌｌＦｉｌ～２ｍ，

谷底面からの商さ１．５ｍ，長さは約９０ｍであるとされて

いる（岡田，1996)。北から見た遺構の全景，南から見た

遺構の横断面，および遺椛の南端部における杭列を図９に

示す。儲り上げられた堆積物は，黒褐色泥や褐色砂などさ

まざまな色調と粒度の堆積物の薄層からなり，しばしばニ

ワトコ属を主体とする極実のみからなる植物遺体ﾊｳを挟在

する。盛りｋげられた堆積物を土器が密集して覆うmが少

なくとも２１ｍあり，堤状遺構の構築を繰り返したことが分

かる。機り上げられた薄層は西側に傾斜しており，上器の

密集も1凡i側のゆるやかな斜面で著しい。南端部の杭'1も

i凡i側に斜めに打ち込まれている｡杭列は大小２本の杭か

らなっており．１冊めの役割を果たしていたと考えられて

いる（岡'11,1996)･凶１０は谷の南部での堤状遺構のIﾉＬｉ

半分から西側のトレンチ断面を示してある。ここでは便宜

的にⅡI屑と１Ｖ胸に区分されているが，これらはすべて下

部l曹（L）に当たる。lll-3b層が堤状遺構を覆う堆積物で，

遺構部では多|ｉｔの円筒下l曾ｂ式土器を包含し，遺構の頂

部から西側にゆるやかに傾斜している。

トチ塚は，Ｖ字に近い穴とそれを埋積する唯積物からな

り，人為によって作られたものである。下位１脚のｉル1を|ﾘｌ

暗に切り込んでおり，上位は巾部層（Ｍ）をなす砂１Ｗにｲく

整合に種われる。川1砿物の下半部は完全なトチノキの果実

からなり，幼果もしばしば含まれる。上半部はトチノキの

種皮のみが密集しており，廃棄された単位であることが示

唆される。雌ｋ部の種皮の放射性炭素年代は、３７５０±８０

ｙｒＢＰ(Bcta-87145)であった（辻・中村，2001)。

植物遺体群が集中的に調査された第１２次調査区は，北

の谷の南端部の標高が約１５ｍとやや高いところに位i門

している。ここでの模式的な地層断而を図１１に示す。下

半部の黒褐色砂質粘土および泥と砂篠の互層が岐剛|州

(ＬＭ）に，掲色泥炭以上が下部層（L）に当たる“１ぐ部ルイ

(L）にはおびただしい土器が包含されており，岐下の褐色

泥炭からは円簡下岬ａ式土器が，その上位の賠灰褐色シル

トからは''1簡下ＩＷｂ式土器が多産した。上器とともにニワ

トコ属をi１体にした祁実のみからなる植物遺体僻が見川さ

れている。褐色泥炭から産した木炭と暗灰褐色シルトから

産した木炭の放射性炭素年代は，それぞれ４５８０士７０ｙｒ

ＢＰ(Bcta-l27604),４７８０±７０ｙｒＢＰ(Beta-127603)であっ

た。なお，雌下部1脚（ＬＭ）からは円筒式より古い型式の

-'2器が発兄されているが，咽式の認定には至っていない。

、
Ｂ Ａ

０

帥
．
｜
堕
一
些
一
ル
ー
吐

下部層

（Ｌ）

両
川
窒
ｌ
怯
腿
陛
哩
陰

4870±６０

Beta-111802

4760士６０

Beta-111803

Ｆ１5020±６０

Ｂｅｔａ－１１１８０４

３１

地点Ｃ～Ｇのトレンチ壁面とトチ塚の写貞を図７に，

地質柱状図を図８に示す。ここでは仙且':的にド位からｉ～

aの１０ﾊ＃に区分されたが，ｉ牌からｈルリが|､f部'''１（L）に．

gﾊとｆ牌が1'１部層（Ｍ）に,Ｃｌ酉からＣＭが上部咽（Ｕ）に，

またｂ咽とａ層が最上部層（ＵＭ）に､I1たる。下部屑（L）

のｉＭは人為のよって盛り上げられた堤状辿椛をなす人為

的堆械物である”堆積物には'11筒下脚1,式土器が多最に包

含され，また遺構の表面は'11形式の上器によって綴われる｡

ｉ胴は塊状遺術を覆って遺構の西側に堆砿しており，砂・

泥・シルトからなる。盆状になった堤状辿椛のIjlLi側からは

多数の漆塗りの木製品が包含されていた。ｈ胴はﾄﾞ位のｉ

屑を約１ｍ掘り下げた穴に堆積したトチ塚をなす人為的堆

械物である。中部層（Ｍ）の９脚とｆＩＷは砂あるいは砂の

多い泥からな')，ｇ層には立株をともなうllM没林晒が挟在

する。砂咽には縄文時代後期の'一腰内式土器を稀に包含す

4860±６０

Ｂｅｔａ－８７１４６

5890土８０

Ｂｃｔａ－８７１４９

雪

同泥炭 １画~司木本泥炭「扇1砂

辰司砂牒 ｒｎシルト ｒＦｌ泥

厩３ 植物 塚人立株

図６北の谷地区の地点Ａと地点Ｂの地'ｆＷｉｉ状図．

最下部層

（ＬＭ）
5740士８０

Ｂｅｔａ－８７１４７

５７００士６０

Ｂ④tａ－８７１４８

２－
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図８北の谷地|><の主要地点の地質柱状図．

最上部展

（ＵＭ）

号

脚
一
■

１

（
・
声

３－

睡Kl植物塚

、号需麦幾劉L坤
口。泥

3２

器

蕊鍵驚 蝉J繍鍵 図７北の谷地区の主要地点の地噌断面写真．

Ａ：地点Ｇ，ヤj:真上部に上部層を示標する

To-aとＢ－Ｔｍの２＃#のテフラが挟在.Ｂ:地点Ｃ，

写典下部に1部肘を示'標するＴｂ－ａとＢ－Ｔｍの

２噸のテフラが挟在．Ｃ：地点ＣでのＴｏ－ａと

B-Tmの拡大ﾔﾒ真．Ｄ,Ｅ：地点Ｆにおけるトチ
塚の断、鶏蟻

ｍ
卜 ｡

－

下部雁

（Ｌ）
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■
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堤状遺構

‘綴欝置f:kり古『､土器

弓内ﾒl』|||辿跡の層序と編年（〕上誠一郎） 3３

下部1侭

(Ｌ〕

最下部層

〈ＬＭ）

可
下部層

（Ｌ）

図９北の谷地区の谷底に構築された過構写真．Ａ：北か

ら南を兄た「道路跡」とされる堤状遺構，円筒下層ｂ式土

器が表|、を被覆．Ｂ：「道路跡」とされる堤状遺構の東西断

面，円筒下解ｂ式土器が表而を被擾．Ｃ：｢道路跡」とされ

る堤状辿術の南端部の杭列．

図１０北の谷地区の「道路跡」とされる堤状遺構の両半

分とそのIjW側の地層断面図．

図１１北の谷地|ﾒ〔南端部の第１２次洲firlXの模式的地膳断面図
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２）第６鉄塔地区の層序

第６鉄塔地区は，北地区北端の台地斜|、に位置している

(I叉１４)。この地区では，低位段丘を柵成する岡'11J層の砂層

を削り込んで不整合に榎う三内丸''1k!'iがl1j斑〈堆積する。斜

|ｍであるため斜面の下部の唯hIi物が水成である以外は，大

■ ■

半が乾いた陸上の堆砿物である。斜面の下部でのみ砂牒

からなる雌ド部膳（ＬＭ）が見られ，上位の大半は下部屑

(L）からなる。’'１部Ⅲイ（Ｍ）から雌上部脳（ＵＭ）は下部

岡（L）を削り込んで薄く/f確合に世い，下部層（L）よ

りゆるやかに斜iii堆積している。ここでは便宜的に上位か

---〆一一~－一一一一

図１２第６鉄塔地|Ｘの台地斜面の地層

断１，写真．Ａ：北の瞳の地層断面，下部

に火:１，:Ｉの'11筒下Ⅱ'iｂ式土器が密集．Ｂ：

南の雌の地I州析iili，Ｉ|'央部に大量の円筒

下胴ｂ式上器が鞘災．

図１３第６鉄琳地|><の北の壁の地牌断

1m似１．Ｖｂルサド部に''1筒下層ｂ式土器が

密集，間胴２６はニワトコ属主体の種実

遺体肘．
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二内丸Ill遺跡の肘序と編年（辻，城一郎）

Ⅶ最下部胴

（ＬＭ）

れる（似１１３)。Ｉ層は本論での最上部隅（ＵＭ）に，１１牌は

上部隅（Ｕ）と中部卿（Ｍ）に，Ⅱ1脚からＶI層までが下

部層（L）に，またⅦ卿が最下部)曹（ＬＭ）に当たる。

第６鉄塔地区では，北の壁においてスタンダード・コラ

ムの地点Ａ，東の壁において同じく地点Ｂを設定した。最

下部隅（ＬＭ）に当たるⅦ層は，青灰色から灰白色の砂あ

るいは砂牒からなり,進物をまったく含まない。下部＃↑（L）

に当たるＶI層から111＃'１は，全般に暗褐色ないしは脳灰色

を呈し，泥。シルトか砂からなる。ＶI解からＶ屑にかけ

ては土器のほかにもおびただしい量の植物遺体・動物遺体

や木炭が含まれており，人為的な廃棄叩位が基本となって

いることを示唆している。また，ＶＩａ＃1とＶｃ層の間のlilIl層

２６とＶｂ層の下部は，ニワトコ属を主体とする種実のみか

らなる純粋な植物遺体隅であり，廃棄物のみからなる人為

堆積物とみなせる（図１５)。間層とは，人区分された地層

と地胴の間の移行層と娘初考えられたもので，結li-jはl剛Ｈ

の違いによって細分された。Ｖｂ屑からＶＩｂ層にかけての

６試料についての放射性炭素年,代は約５０００～４８５０ｙｒＢＰ

であった（図14）（〕上･ilI村,2001)。なお,辻･樋泉（1998）

では，地点Ａと地点Ｂの対比において間層２６をＶｂ噸の

下部に対比しているが，VIa層とＶＩｂ１仲および両ﾙﾘの間に

狭在するきわめて特徴的な灰白色砂の屑序に基づいて，図

１４にボしたように修正されなければならない。

”
■

２画

ｍ
一０

Ａ
lIll

1Ｖ

雲昌ｖｂ１－

会と≦ Ｖ侭

ポシェット状遺物日｡上a一''5999１‐‐

一、間層２６下部脳４９６０士６０

メツ堅二蕊雪W６．．０苧VI｡(L)
.….劃-E一二wTL

5050±６０

Ｒ鋤刻一師１砿

3s

３）節６次調資区の胴序

第６次,洲査区は二内丸111遺跡の北1ﾙi部の台地斜而に位

置しており，第６鉄塔地|Ｘと同様に斜而の下部では稀に水

成の堆横物が認められるが，人半は乾いた陸上の堆積物か

らなっている。トレンチ北確の東西力ｌｉｌの断面の写｣‘4を図

１６に，また断而|叉|を図１７に示す。薄胴の単位が水平に堆

積しているように見え，かつ横方向への広がりが乏しく複

Ｖｌｂ

I■

、‐回
｡ 画

薗画|泥･シルト！~砂

Ｆ冒冒~国］砂際■■■植物塚

グーーコ土器

図１４節６鉄塔地区のj山ﾉ､I,(Ａと地点Ｂの地質柱状似Ｉ

ら，Ｉ暦，Ⅱ層，111層，１Ｖ層，Ｖ隅ＶI層の６屑に区分

され，ＩⅣ'iはIａ層からlc層の３層に，１１僻はIIa噸とIIb

層に，ＩⅡ屑はIIIa層からlIId層までの４淵に，Ｖｊ曹はＶａ

層からＶｃｊ曹の３層に，ＶI層はＶＩａルィとＶＩｂ層にそれぞ

れ細分されてきた（図１３；小笠原，1997)。Ⅱ層の'2部に

は中世から近世と考えられる堀跡が検川されている。１１隅

と111ルリの境界では雌花式土器期を主体とする竪穴住Ar}跡

が数件検州されている。ⅡI層には円筒|菖層式土器が包含

される。１Ｖ層とＶ層は円筒下層ｃ・ｄｌ式土器を包含する。

Ｖｂ層とＶｃ層は円筒下屑ｂ式土器を，ＶＩ１稗は'１１筒下l櫛ａ

式土器を包含する。東側および西側のどちらの壁において

も，下部のＶｂ層におびただしい円筒ド屑式土器が包含さ

れており，土器片が何脚にも重なり合っている様子が児ら

図１５第６鉄塔地区の北の壁の間府２６の錘'1(〔断而（左）と水平断面（右）

Ｖｃ

Ⅳ

Ｖ ｂ

間層翌〆
Ｖｌａ



下部届
（Ｌ）

植生史研究 特別館２〃．

鯛11'196'り

ピット

堆削土

3６

２ｍ

4600土ｂＵ－－

昌豊雲筈

図１６第６次調査区の地層断面写真．Ａ：写真下部に第11496財･ピット!+!の柱をj険出．Ｂ：放射性炭素年代測定試料を採取し

た北の壁の地層断1ｍ写真．

論の下部層（L）に，また第２層と第１屑が'､ＩＩ部〃'Ｉ（Ｍ）

にﾒｲたる。全層から上器が産出するほか，植物辿休・動物

辿体および木炭も多斌に含まれる。とくに第２０膳から下

位では水分が多いために植物遺体・動物遺体の保存が相

対的に良く,ニワトコ届を主体として種実類の遺体が目立っ

ている。土器の産出状況は以下のとおりである。第２８層

から|リ筒下層ｃ式上器が，第２７層～第１８ルウからは|'｣筒

４１００±５０

BOta-112345

4560±５０

Ｂｅｔａ－１１２３４６

４４３０垂５０

Beta-112347

4640±5Ｏ

ＢＣ画一112348

‘1640±６０

Ｂｏｔａ－Ｉｉ２３５１

４６８０±５０

Ｂｅｔａ－１１２３５２

4680±G0

Betq-11179f

4680±50

Ｂｅｔａ－ＩＩ２３５３

４６５０±５０

ＢＧ通－１１１７９５

３９１０±５０

Ｂｅｔａ－Ｉ１２３４４

ｆ護
肥８０±5Ｕ

Ｒ色lａ－ｌｌ２３４２ ijb

=一１ハー:！

中部眉
（Ｍ）

Ｉ

出－１

》
需
瀞

図１７第６次調査|又の北の壁の地肘断而図と放射性炭素年代

中心から１０隔目

4300±４０

B0ta-152598

中心から20屑目
４１８０±４０

Beta-152599

中心から３０層目

4220±４０

Beat-15260C

中心から４０層目

4170±４０

BeLa-i5260I

中心から５０膳目

4230±４０

Ｒ色也-152602

、！

雑に累積しているように見える。これはこの断而が斜面の

傾斜方向と直行しているためで，薄屑の単位が人為によっ

て廃棄された堆積物であることを示唆している。

堆積物の単位には便宜的に上位から下位へ第１層～第

４２層までの番号が付けられ，さらに細分が必要なときには

アルファベットの小文字を付けて枝番号が付けられた（小

笠原，1997)。肢下の第４２層から上部の第３層までが本

1ｌｂ

))9ンで-３

慰雪！

識

4〔Ｉ

M：

０



え内ﾒLlll遺跡の層序と綿年（辻誠・郎） ３７

下隅ｄｌ式上器が，第１７脚～節１１岬からは|リ筒|訓欝ｄ２

式|を器が，第９隅からは''１筒|ﾆﾙﾂａ式ｋ器が，第７層と

第８層からは円筒上層ｂ式上器が，第６c屑からは円筒上

ＩｍＭ式土器が，第６ｂ層からは榎林式|:器が，鮒５暦から

は岐化式土器が，そして節２＃↑からは火水１０式|器が産

出している（小笠原，1997)。これによれば円筒ド層式と

|【l筒上層式の境界は第１Ｏル↑あたりに|冊かれることになる。

木炭がまんべんなく多lIIKに含まれる利点を'1ﾐかして第１８

〃'|から第４層までの１３試料について放射性炭紫年代が測

定され，４６８０～３８８０ｙｒＢＰの111〔が得られている（辻・中

村，2001)。また，第114961,j･ピットに皿積していた柱の

放射性炭素年代の測定とウィグル・マッチングが行われた。

図１７に示した５試料について４３００土４０～４２３０±４０ｖｒ

ＢＰの値が得られたとともに，柱の伐採年が暦ｲド鮫'Ｅによっ

て２８２０±１５ｃａｌＢＣと算川された（今村，2002)。

Ｉ

』】C睡再

４）北地区の主要世,|;,Ｉｌﾘ聯の屑序

北地区において重要な辿構は，艦上遺構，溜池状遺構

(吉川ほか,２００６の埋没谷)，および大型掘立柱遺構である。

これら以外にも竪穴住ﾊﾙﾄ遺構群，ダ11状墓など埋葬遺構，北

と南の２つの磯土遺枇に挟まれた''1央の掘立柱遺構群など

北地区には注l-1すべき辿榊が多いが，層序・編年の調査が

|･分ではないので，今後の課題としておきたい。

盛土遺椛は北僻-|食と|，|州この２つがある。州土遺構とは，

平地な地形lilikにｋの廃蕊あるいは意図的な上樵りによっ

て作り上げられた人細的な構築物である。三内丸山遺跡で

は，以下の３点から人湘的なjMflをとし，さらに５点の盛土

遺構の特徴を挙げている（小笠原，l996b)。前荷の３点は，

一つ・つの牌がかなり細かく堆積し，明確に邸Ｉできるこ

と，廃棄と兄られる炭化物膳・焼土勝など生活にかかわる

浪跡が純粋な岬を成していること，進物が多妓に含まれる

ことである。後者の５点は，原地形が周囲と同様の平畑面

Ｌ ■ 二 包 固 Ｌ 宇 逼

図１８盛土遺構の地Ｉ曽断liIi7ﾒ典．Ａ:北艦上の南北地肘断面（左が南)．Ｂ:北磯上の束I凡i地ﾙ断i､．Ｃ:南盛土の東I凡i地層断mｉ



４４１０±６０

Bｃｔａ－１１２３３２

|:||f'k史研究 特別第２号

4330±５０

Beta-11234p

３８

下部層
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▽円筒上層ｅ式■円筒上層d2式ロ円筒上層ｄｌ式△円筒上層ｃ式▲円筒下層ａ式

図２０南溌土の地仰’１断面図と放射性炭素年代．

最下部層（ＬＭ）

更新世堆積物

Ⅲ’

灘譲’】)前ｗｄ式'ﾘ１

．．．円筒ヒルｉｃ式期

:::寒銭lxl筋I:脳b式期

展花式期

榎林式期

Iﾘ筒上層ｅ式〃

０ 2ｍ

図１９南盛'二の南北地層断而

か緩斜ilrliであること，上を供給するような後背地をもたな

いこと，廃棄行為により地形の改変が認められること，あ

る一定範洲内に限定されること，廃棄が長期間にわたり継

続することである。北椛土も南盛土も人為的に儲り上げら

れていることと，これらの特徴をすべてもっており，｜洲確

に盛土遺構と言えるものである。

北盛土と南盛土はともにトレンチ発ＭＩＩによる調査が行わ

れており，北盛土は拙文時代前期の暖穴住居跡の上に椛

築され，南北約７０ｍ，束両約３０ｍ，ｌｌｉＸさは最大で１．８ｍ

の規模である。南盛土は''1じく縄文時代前期中頃の土坑の

上に構築され,南北約７０ｍ,東西約４０ｍ,厚さは最大で2.1

ｍである。どちらも形成時期は長期間に及んでおり，一部

で縄文前期の遺物を包含しているところもあるが，大半は

|』｣筒l州ａ式土器から最花式土器までで純文時代I+1期をと

おして椛築されたことになる。北盛土では堆積物の剛:Uの

明瞭な速いから便宜的に上位のIⅡa層と下位のIIIb膳にl>〈

分されている。IIIa層はロームを主体にしており，円筒上

層ｄ式土器から最花式|器までで，ＩＩＩｂ牌は暗褐色土を．i；

体にしており，炭化物や焼ｋも含み，円筒ｋ層ａ式土器か

ら'1｣筒|州ｄ式土器までである。南盛上にはこのような迷

いは認められない。磯-上はlIilじところを磯り上げるのでは

なく，南樵士では東と東南方向に，北盛土では北方向にと

いうように，ある方向へと拡大していったことがトレンチ

の断面から読み取れる。すなわち，断面では将棋鋤倒し椛造

のように見え，占い層の上に新しい層が重なりながら前方

へ拡大する。この様子は似'１８の北盛土の断面および図１９

の南携土の断面で見ることができる。

どちらの樵士遺構も，ル[さ３０～５０ｃｍの便宜的に1Ｖ

層とされている最下部ﾙウ（ＬＭ）の黒色土の上に術築され

ている。この黒色土は盛上遺構では盛上によって被覆され

ｍ
一〔

Ｕ

4470蕊５０

Beta-1I2331

1ｍ

Ⅳ

一

最下部層
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１－
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（Ｌ）

０

２－
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三内刈il辿跡の層序と細年（辻誠・郎） 3９

るため厚く堆械しているが，人為的なj化債物に覆われない

ところではそれ「|体が盛土の形成期の上壌の母材となるた

め，薄層化し，かつ単調な無色ではなく汚れた黒褐色を呈

するようになる。なお，盛'二遺構を榊成する盛土ﾙは下部

層（L）に，また直下の黒色上は最下部層（ＬＭ）に区分

される。

｜村盛土の形成1ﾘlを確かめるために，上器珊式の細年に対

応させた放射･性炭素年代の測定を試みたのが図２０の第６

トレンチである。この断而では，盛土の1身体は円筒ｋ層式

上器の包含屑で，年代は４４７０～４３３０ｙｒＢＰの値が得ら

れている。しかし下部には'11筒下層ａ式土器が包含され，

年代値も４９７０±ＳＯｙｒＢＰ(Beta-112341）という古い値が

得られている。このことからも，盛土の主体は縄文時代中

期であると言えるが，前期においても小規模ながら形成さ

れていたことが分かる。

溜池状遺構は磯土遺構とともに堆積物をもつ特異な遺構

であるが，盛ｋ辿構が土器・石器とともに土偶やさまざま

な装飾品を包含するのに対して，まったくと言ってよいほ

ど遺物をもたない点で特異である。遣榊は北盛土の北端部

の西側に隣接しており（図４)，北の谷の支流をせき止めて

構築されたものである。遺椛は南北約１５ｍ，東1凡i約１０ｍ

にわたってしか確認されていないが，東西・南北ともにさ

らに範囲が広がることが予想される。遺,隣を埋債する堆積

物は褐色ローム質の泥と黒色あるいは階灰色の泥からなり，

水成の細かなラミナとなって堆積している。堆積物は厚さ

３０～５０ｃｍの雌下部層（ＬＭ）をなす蝶色土を覆っており，

北方へ厚くなり，確認できた範囲では鮫人１．５ｍにおよぶ。

図２１は発掘洲脊で確認された北側のトレンチの断而であ

る。堆積物をとおして侵食|lrIiや不連続|、が確認できないの

で，遺構の存続期間をとおして水域の環境が維持されたと

考えられる。．t器などの遺物をともなわないが，隣接する

図２１溜池状遺榊|ﾉ､lの埋積物の東l凡i地層断

面写真．

嘘土遺構の機上層とは同時異'N-lの関係にあるので，盛-上層

の形成期である縄文時代中期のほぼ全期問あるいは一部の

期間に当たると推定される。この遺榊の形状や機能につい

てはこれまでにほとんど触れられることはなかったが，以

上のことから谷の支流をせきとめて水を貯める施設であっ

た111能性は問い。

大型掘立柱遺構は遺跡の北西部溜池状遣椛および北

機上のiﾉBi側に位置している（図４)。似'２２に平面図と断面

閃を示した。野球場建設予定地での便宜的なＶ増の上面

において黒褐色の柱の痕跡と円形の褐色土の落ち込みが確

認されたが，上位の1111脚と1Ｖ層が確認できないことと柱

穴Ｐ３の埋土から縄文時代中期後半の上器片が州土したこ

とから，遺構の時期は純文時代中期後半と考えられた（岡

'11,1996)。柱穴の間隔はすべて４．２ｍで，深さは１．４～

,呂雇

－１呂

鎧
図２２大型ＩI泣柱遺構の林のi児列と放射性炭素年代．
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1.9ｍと計測されている。６本の掘立柱の柱根はすべて確

認され，別報で記城されるようにいずれもクリのi紳材と同

定された（巻頭け典参照)。これらのうち保存状態が良好

で化学的な保存処哩がされていなかったＰ２とＰ３の２本

の柱の中心部について放射性炭素年代を測定した。その結

果，それぞれ３９８０±Ｓ０ｙｒＢＰ(Beta-87141)，４０９０士１００

yrBIP(Beta-87142)の値が得られた（辻・巾村，2001)。

５）南地区の主要辿構群の層序

附地区では南の谷に向かってゆるやかに傾斜する台地の

北斜而および南斜I1I1i上に縄文時代1-'-1期の居住域が検出され

ている。また，ところどころで平安時代の土坑も検出され

ている。北地区と同様に居住域や堆域など盛土をともなわ

ない地域では陸上堆積した三内丸'11層は厚さが１ｍ以下

で薄く，最上部層（ＵＭ）と上部l側（U）が大半を占める

のに対して中部隅（Ｍ）や人為的堆積物が主体である下部

層（L）は著しく薄い（図２)。これは遺構が縄文時代中期

後半のものを主体としているためである。典咽的な２つの

トレンチの断面を図２３に示した。｜:の断面は仙文時代中

期後半の遺構が更新世のロームル洲自に構築されている場合

である。黒色あるいは黒褐色の最上部層(ＵＭ)と上部層(U）

!i縫皇漁

曙

Ａ
L垂

ＩＤ

_……癖鍬鑑曽鋒i劃蕊撫＃

蕊‘蕊

』

iｌ

Ｂ
',融

が大半を占め，ローム層の再堆積物を含む中部層（Ｍ）が

ローム層の上に厚さ２０ｃｍ程度で堆積する。一方，下の

平安時代の土坑内の断面では，厚さ６０ｃｍ前後もある上

部層（U）がｋ坑内を埋積しており，谷底の泥炭層に挟在

するよりも厚く堆積したテフラＢ－Ｔｍが認められる。

南地区の西側の丘陵斜而では南北方向に連なった７雄

の環状配石遺柵が検出されている。これらは純文時代後期

から晩期にかけての環状列ｲiに変遷していくものとしてそ

の時期が注|_|されている。発掘調査では，第１３号配石遺

|櫛から縄文時代r1-1期巾葉から終末の土器片が得られており，

また遺構面が下部層の最上位に位置づけられることから，

細文時代中期中葉から終末にかけてのものとされている

(葛城，2000)。第１１号環状配石遺構では土坑墓からは保

存状態は良くないものの木柁の一部ではないかと考えられ

るクリの炭化材の破片が検出されたので，時期を絞り込む

ために放射性炭素年代の測定を試みた。その結果，３９２０

±４ＳｙｒＢＰ(NUTA2-722)という値を得ることができた(似1

24）（辻・ｌＩ１村，2001)。三内丸山遺跡では多数の墓が検

出されているが，年代測定の結果が得られたのはこれが唯

一である『

瞳孔

鱗

灘

顎

驚

田

蕊鑓

詫一

蕊蕊

最上部層

（ＵＭ）

上部層

（Ｕ）

中部層
（Ｍ）

更新世堆積物

最上部層
一（ＵＭ）

Ｂ～Ｔｍ

上部層
（Ｕ）

図２３南地区の典ﾉ則的な２つの地)『#断而写真．Ａ：ローム層上の細文時代中期の辿構を覆う地ﾙｳ断1,.Ｂ：平安時代の遺構を恥
積する地層断而．
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弓内ALIlI遺跡の層序と細年（辻誠一郎）

詮

て水成の三内丸'１１屑が確認され，下位から'|'部層（Ｍ)，

|を部屑（U)，および最上部牌（ＵＭ）が区分された（図２)。

ここで重要なことは上部層（Ｕ）中に水[｢|とI|判||半の遺構が

確認できたことである。’ＩＩ部l岬(Ｍ)の下位には場所によっ

て灰円色砂からなる最下部屑が断片的に確認された。列状

唯は段丘構成堆積物か雄下部牌（ＬＭ）の11‘〔'２すなわち中

部解（Ｍ）の肢ド位に検出されている。1-'-1部脚（Ｍ）は暗

灰色の有機質シルトからなり粘性がある。ｋ部層（Ｕ）は

水川と畦畔遺描の上下で層柑が異なり，ド位では黒色の分

解質泥炭からなり，上位は黒色泥炭質泥からなる。遺構而

はド‘位から１～２ｃｍの炭脱テフラＴｏ－ａとＢ－Ｔｍ，およ

び褐色の未分解質草本泥炭に耐妾覆われる。図２５の左図

は水田面，右図は畦畔而で，いずれも白色のテフラが遺構

1ｍを覆っている。このような産状から，遣椛は平安時代の

B-Tm直前のものと位置づけられ，テフラの降灰によって

一時的に泥炭が堆積する環境に見舞われたと考えられる。

南の谷ではＭ'1砦A，‐B，‐C，‐Ｄの４箇所においてボー

リング調査が実施され，計約１８ｍにおよぶ柱状試料が

得られ，その概要は遺跡繋術j｣¥業の基礎洲杏として報告

されている（鈴木・藤根，1998)。また，地点ＭＴＣの

約ｌＯＯｍ西側において，道路の施設工事に伴う排水工事

の際に，基盤の更新世堆積物I'虻上までの約２ｍの堆積物

も肌察された。これらの観察に基づいて谷底の言内丸''1周

は，図２および似'２６に示すように最下部脚（ＬＭ）から

肢上部層（ＵＭ）の５層に区分された。最下部層（ＬＭ）

は砂か砂が卓越する泥あるいはシルトからなり，最も深い

地点Ｍ『]ＰＣでは木材遺体など械物遺体を含んでいる。３点

の木材とコナラilli属の果実の放射性炭素年代が得られてお

り，５９００±６０ｙｒＢＰ(Beta-110024)から５１２０±６０ｙｒＢＰ

○ Ｊ
、鞭

密
。

、
叙
認
、

つ
一

肉

ロ０
０ 。

０

図２４南地区の第１１号環状配石遺構とクリ炭化材の放射性

炭素年代．

､Ｉ

3920±４５

ＮＵＴＡ２－７２２

ＥＩＪ
２０６０ｍ－－１９６０１１１

Ｅ

６）南の谷地区の屑序

北地区の中央部から東に弧を描くように延びる列状墓の

東端部は谷底の水成堆積物となっているので便ｲI'(的にここ

では南の谷地区に含めた。この列状燕の東端部は館８次調

査区とされている。南の谷調査区では遺跡の環境復元と整

備の雄礎調査として谷底の４地点においてボーリング調査

が実施された。これらの調査によって以ドのような他の地

区では見られなかった地質と層序が確認された。

第８次調査区では基盤の段丘構成堆積物を不整合に覆っ

Ａ4１３ｆｉ

４１

図２５南の谷地区の節８次調査区における地屈断、写真．Ａ：平安時･代の水'111(liを覆うＢ－Ｔｍ．Ｂ：平安時代の畦畔を覆う
Ｂ－Ｔｍ．
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劃一Ｔｎｎ

訓
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ＳＮ

－

Ｋ

８８

１

図２６南の芥地区のボーリング地点の地質柱状図．

７）lll小三内遺跡地区の|曹序

’'1小三|ﾉ､|遺跡地|ﾒ:は二内丸山遺跡の北東端に位ii′iしてお

り，発ＭＩＩ調査区のうち台地の斜面から沖館川低地の一部が

含まれる。この地区は道路を施設するために標高３．５ｍま

でMilり下げられ，さらに地質と古環境調査のためにＡ，Ｂ，

Ｃの３トレンチを設慨して標高２．５ｍまで掘り下げられた

(ｌｘｌ２７：辻ほか，1994)。

(Beta-llOO22)であった下部増（L）は砂・泥・シルトと

屑相は変化に富んでいるが地点ＭＴＣでは未分解蘭の

泥炭からなる。シルト質あるいは泥質の堆積物には木炭な

ど炭片が多数含まれる。２点の木材の放射性炭素年代が得

られており，下部は５０１０±６０ｙｒＢＰ（Beta-110021)，上

部は４４５０±６０ｙｒＢＰ(Beta-110020)であった"''１部胴(Ｍ）

は未分解質の木本泥炭からなり，多数の木材片が含まれ

る。サンプラーによって刺り貫かれた５本の木材のうちの

4本はトネリコ届の根材に，また他の１本はアサダの幹材

に同定された。３点の放射性炭素年代が得られており，下

部の木材が２９９０±ＳＯｙｒＢＰ(Bcta-lll917)，’11じく下部

のブナの果実が1580±４０ｙｒＢＰ(Beta-110019)、上部の

種子の破片が１９４０±Ｓ０ｙｒＢＰ(Beta-110018)と測定され

た”下部のブナの果実は産出状況からボーリング時に'二位

屑から落ち込んだ可能性が高いと判断されたため，Ｗ度試

料洲盤をして測定したのが２９９０士Ｓ０ｙｒＢＰと測定された

木材である。したがって編年には木材に対しての古い年代

を採川する。上部肘（Ｕ）は下部の褐色未分解質草本泥炭

とＩ部の黒色弱分解蘭草本泥炭からなる。下部の泥炭には

T1o-aとＢ－Ｔｍの２つのテフラが挟在する。最上部|Ｗ(ＵＭ）

は褐色から黒褐色の未分解質草本泥炭からなる。
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画画

晶内丸111餓跡の層序と編年（辻誠一郎）

下部層
（Ｌ）

4３

３－

図２９１１１小二内辿跡地Ⅸの地質柱状図と

口泥炭ロコシルトロ砂国砂磯一ニーテフラー､Ｌ立株③｡木材放以州皇炭素ｲド代

図２８１１:1小二内遺跡地Ⅸの壁而．トレンチの地層

断Iili写真．Ａ：束唯の地ＩW断面，ィL『手に更新世堆積

物との不暖合．Ｂ：Ｂトレンチの木本泥炭層に埋没

した立株

この地区では，台地を枇成するliYillllIMをilillり込んで皇内

丸!｣|層の水成の堆積物が岡111J厨を不幣合に複っている。三

内丸山層は最下部層（ＬＭ)，ド部Ⅳ↑（L)，’'I部肘（Ｍ）

に|ﾒﾐ分される（図２と|叉'２９)。雌ド部Ⅳ１（ＬＭ）は砂牒層

および砂とシルトの互隅からなる。砂側牌は'照i慨を多量

に含む。砂とシルトの』f岬は厚さ約５０～６０ｃｍで，低地

側で砂が，台地縁でシルトが卓越する。また，ド部で砂が，

上部でシルトが卓越する。植物辿体の砕片を多量に含み，

下部ではIl4i径２０ｃｍ前後の木材が被倒しになって散在す

る。ド部)帥（L）は，ド部の厚さ約４０ｃｍの褐色水本質泥

炭層，’'１部の砂牒ﾙ;|，および上部のシルトと草本泥炭の.α

層からなる。ノk本泥炭鳩にはjlM没した立株が多数含まれて

おり，張り川した根系をもっている（図２８の下似l)。泥炭

屑の雌下部にl'』Iさlmmljii後のテフラT1o-CUが挟在する。

中部１脚（Ｍ）は砂牒Ｍからなり，砂が全般に卓越する。ラ

ミナが著しく発達し，しばしば柿物砕片と砂が綿模様を呈

するラミナが認められる（似'２８の上図)。多数の木材が含

まれるが，ほとんどが断1ｍに垂'''1:に，すなわち沖館川に､lｚ
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行に包含されている，また，木材はすべてが幹材であった。

この産|H状況は，砂牒とともに木材が上流から流されてき

たことを示す。

｜||小三内遺跡地区の三内丸山ＩＩｆｉからは５点の放射性炭素

年代が得られている(11ｲ団法人青森県工業技術教育振興会・

村｢'1,19941最下部肘（ＬＭ）の砂傑|脚に包含されてい

た木材は５３３０±７０ｙｒＢＰ(HITL92)，下部層の木本泥炭屑

に包含されていた埋没立株の３点の木材は５２４０士６０ｙｒ

ＢＰ（HlT87）～５０５０士７０ｙｒＢＰ（HlT88)，中部屑の砂

喋屑に包含されていた木材は２６９０±S０ｙｒＢＰ（ＨＩＴ86）

と測定されている（似'２９)。

８）小結：とくに下部屑（L）の層序

三内丸111辿跡の主要部をなす純文時代前期巾岨から'''1ﾘｌ

終末、すなわち円筒下層ａ式土器から大木１０式までの1台

器型式を包含する堆砿物は三内丸山肺↑の下部刑（L）の全

層と中部層（Ｍ）の雌下部である。下部層（L）は，上器

を主体とする大量の辿物および建物・墓などの遺構を包含

している。また，台地上の臨土遺構や台地斜面の廃棄場で

は，人量の人為的な堆積物が長期間にわたって形成されて

おり，下部ﾙウ（L）が耕し〈厚く，かつ広く堆積する。

下部層（L）の時間空間的な変化と辿物・遺椛の包含状

況をまとめると以下のようになる。遺物・遣椛をまったく

包含しない下部層（L）は，厚さ１０ｃｍ以下の淵IYIであり，

更新世のローム上ではやや暗色を帯びた褐色土からなり、

黒色の最下部|筒上では黒褐色土からなる。一方，北地区の

台地12中央部の盛土辿構では，人為的な堆積物である蝋|負

が岐大で厚さ約２ｍになり，僻上遺椛の周辺でも二次堆

積物とみられる厚さ２０～３０ｃｍの褐色士が堆砿する。ＭＩＩ

土遺構の堆械物には大埜の土器や石器が包含されるが，一

部で縄文時代前期の辿物を包含するものの，大半は縄文時

代'''1111の円筒1僧ａ式から最花式土器までである｡したがっ

て，感士遺榊の堆積物の大半は縄文時代111期に形成された

といえる．また，台地斜面では，廃棄物としての動物やＷｉ

物遺体を包含する人為的な堆横物が厚さ３ｍ以上にわたっ

て堆積し，掘立柱遺椛など構造物遺構を11M積する。堆積物

が頻繁に破棄され，瓶期間に下位屑が上位層に地積された

ため，動物の骨片や械物遺体の保存が比較的良好である。

これら台地斜１mの廃棄物屑には，｜Ｔｌ筒下層ａ式に始まる''１

筒下I筒式土器が大量に包含されるが，’'１筒上肘式ｔ器は断

片的である，とくに台地斜面の第６鉄略地区や谷底部の北

の谷地区では円筒下肘ｂ式１２器が塚を成し，おびただしい

円筒下層式の土器が包含される。したがって，台地斜面の

廃棄物層は純文時代前期巾噸から終末にかけて形成された

といえる。磯土遺構の北側には溜池状遺構があり，黒色土

からなる最下部層を秘って水城で堆横した褐色ローム蘭の

泥と黒色か陪灰色の泥がラミナとなって堆積し，最大で厚

さ１．５ｍに進する。この堆械物には土器などの遺物が包含

されないが，盛土遺構の堆積物が北方へ連続することから，

蝋|遺構の唯噴物と同時期の縄文時代中期を迎して堆jliIiし

たと考えられる。

北の谷地区や南の谷地区，さらに''1小三内遺跡地区の

ような谷底部では，陸上での下部層（L）が耕し〈薄かっ

たのに対して，泥炭，砂，シルトを主体とする水成の堆積

物が厚く堆械する．下部層（L）の下位の最下部層（１Ｍ）

は砂あるいは砂牒となることが多く，しかも薄胴であるの

に対して，下部層（L）は立株をともなう埋没林を包含す

る泥炭や泥炭質の唯積物が卓越する。旧小三内遺跡地区で

は泥炭層の雌下部に埋没林を覆うテフラTb-Cuが挟在する。

下部屑（L）を覆う中部仲'Ｉ（Ｍ）以上の堆械物は，谷底

部では泥炭を主体としてＺ～３ｍにわたってAI<堆積する。

III部層（Ｍ）と上部岬↑（Ｕ）・最上部咽（ＵＭ）の堆砿物

には明瞭な違いがあり，前者は木材を多く含む木本泥炭を

主体とするが,後者は草本泥炭を主体とする。上部屑（Ｕ）

には|ﾘ11僚な２層のテフラ，Ｔｂ－ａとＢ－Ｔｍが挟まっており，

上部層（Ｕ）が１０世紀前半の古代を巾心に形成されたこ

とを示している。

以上のように，純文時代前期巾頃から中期末までの辿物・

遺構を包含する三内丸山層の下部屑（L）は，人為によっ

て形成されるか，その影響下で厚I肖化した堆砿物が主体を

なしている。

考 察

1．放射性炭素年代による編年

三内丸山辿跡における放射性炭素年代測定にもとづく編

年研究は，辻・中村（2001）によって出土したほぼすべて

の土器型式に対して行われ，次のような結論が得られてい

る。円筒下lW式土器は，炭素(|皇代で５１００～４６００ｙｒＢＰ，

較正暦年代で３９５０～３４ＳＯｃａｌＢＣであり，円筒上肘式

土器は，炭素年代で４６００～４３００ｙｒＢＰ，校正暦年代で

3450～２９５０ｃａｌＢＣである。続く榎林式土器から最後の

遺椛である北の谷地区のトチ塚までは，炭素年代で４３００

～３７ＳＯｙｒＢＰ，１校Ⅲ猶年代で２９５０～Ｚ２ＳＯＣａｌＢＣある

いはＺ１ＳＯｃａｌＢＣであった。これらのことから，三内丸'１１

遺跡に人が川住し活動を股附したのは，炭素年代でｓｌＯＯ

～３７ＳＯｙｌ･ＢＰ，較正暦年代で３９５０～Ｚ１５０ｃａｌＢＣの長

期|川におよぶことが'ﾘjらかになっている。また，円筒下胴

式から円筒上層式への移行が純文時代前期から'|'期への移

行にあたり，その年代は炭素年代で４６００ｙｒＢＰ，較Ⅱﾐ暦

年代で３４５０ｃａｌＢＣとなる，これらのことをW典付ける1iIil々

の炭素年代測定結果とINTCALO4による暦年l絞正の結果

を図３０に示したなお，辻・中村（2001）で指摘したよ



うに，第６鉄塔地区においてブロックからの水洗によって

採取された木炭試料は層位の誤偲によって上位の試料も含

まれているIIJ能性があったが，その後の検討においても採

取された試料の屑位を確かめることはｲくpI能な状況となっ

弓内丸llI辿跡の噌序と編年（辻誠郎）

2001）の較正暦年代．

ていたため，誤認の可能性があった試料についての測定値

はすべて除外した。

辻･巾村（2001）の研究に先行して行われた北川（1995）

の放射性炭素年代測定の結果との関係を凡ておこうロ北川

5000CalBC4000CａｌＢＣ3000ＣａｌＢＣ

Ｃａｌｉｂｒａｔｅｄｄａｔｅ

図３０式内丸ｌｌｌ辿跡で得られた放射性炭素年代（辻・''1村，

AtjnosphericdatafromReimretaI（2004);OxCalv3､１０ＢｒｏｎｋＲ師sey（2005)：ｃｕｂｒ:５ｓd:１２probusp[chron］
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(1995）が年代測定を実施したのは，北の谷地区の２筒所

においてであり，そこでの試料は花粉分析や植物珪腰体分

析などの検討にも利川され，梅ｌｊ〔・安田（1995）でまとめ

られた総合的な研究では砿典な位間をIITめている。Ｚ簡所

の位潰と地質柱状|Xl・断mil叉|が商橋（1995）によって示

されているが，屑序が示されていないので本論での|啓序と

直接対応させることはできない。しかし三内丸111遺跡対策

室に保存されていたトレンチ断1ｍ図への位置の書き込みに

よって，彼らのいわゆるＡ地点が本論での地点Ａにほぼ

一致すること，また，彼らのいわゆるＢ地点が堤状遺椛の

１Ｍ端部にあたることが|ﾘlらかになった。いわゆるＡ地点が

本論の地点Ａに近似であれば，北の谷の地点Ａの地面柱

状側（図６右）でのＢａｌＷの約Ｓ０００ｙｒＢＰと測定された

＃１位からクリ属花粉がjW力|'し，同じくＳ屑の約４６００ｙｒＢｌ〕

と測定された層位前後まで確認されるはずである。ところ

が，安田（1995）の花粉分析の結果は予想を裏切らない

のに，北川（1995）の年代測定の結果は大きく異なり，炭

素年代で４２３０～３４ＳＯｙｒＢＰというかけ離れた測定航が

得られている。一方,彼らのいうＢ地点での堤状遺構を秘っ

ている大量の土器は円筒下lIYib式であることが分かってい

るので，ここで得られた年代が４９１５～４７１５ｙｒＢＰである

ことは本論の結果と洲|Ｉ的である”北川（1995）はいわゆ

るＡ地点での結果を頑祝して，純文時代の区分を再考す

る必要があるとまで論じ，安川（1995）も得られた測定価

をこれまでの縄文時代区分に対応させて，年代のみから三

内丸山遺跡は縄文時代後期まで存続し，後期にクリ林が栄

えた時代があったと結論付けている。彼らの結論の根拠と

なった地点をおおむね突き|こめたが，岬1序を保証するため

の十分な根拠は見出せず,彼らのいうＡ地点での年代が辻・

''１村（2001）と大きく異なるので，集落が後期まで存続す

るといった議論やその年代については受け入れられない“

最近になって小林・坂本（2004）や小林（200s）が-ｉ

内丸'11遺跡から出ｌこしたこ器を''１心に，円筒下層式および

円筒上層式土器，さらに上位の榎林・岐花・大水１０式土

器に付着した炭化物の放射性炭素年代の測定を行っている。

まだ研究の途中であるとしながらも暦年代に較正した結

果をまとめており，円筒下IIYia式は４０５０～３９３０calBC，

｢'1筒下瞬と上層の境は３３６０ｃａｌＢＣ，榎林式は309()～

2880calBC，殿花式は２８２０～Z6SOcalBC，大木１０式

は２８２０～Ｚ６６０ｃａｌＢＣとしている。これによると，’'１間

11器の年代については辻・中村（2001）とほぼ一致してお

り先行研究が支持されているが，榎林式から大木１０式止

器の年代が辻･中村(2001）より古く見積もられている。辻・

中村（2001）ではその頃の土器についての測定値が少なく，

また，土器付着物では海洋リザーバ効果によっていくぶん

古く測定されている可能性がある（小林,2005)。したがっ

て，円筒上層式土器に統〈榎林式から大木１０式土器まで

の三内丸山遺跡の終燃の年代については，もう少し査料の

祷値が必要であろう”

２．人の活動と古地理の変遷

全面的な発掘調査が行われていないこともあって，集落

が最開期を迎えた縄文時代''１期中頃より以前の届住域と

さまざまな施設の変遷については不明の点も多いが，本論

で肘序と編年を試みた屈典な施設の遺構についてはおお

むね次のように変遷したと荷えよう。すなわち，縄文時代

前期巾頃から終わりにかけての''1筒下層式上器の段階で

は，沖館川に面した台地斜而や北の谷を巾心に人域の土器

や動物・植物の残津を廃棄するという活動がもっとも活発

であった。居住も北地区に災'|'した。第６鉄塔地区および

北の谷地区の層序と堆積物の内容がこのことを示している。

縄文時代中期の円筒上屑式土器からさらに統〈雄花式土器

にかけては，台地斜面や谷底への残津の廃棄は乏しくなり，

台地の上の北盛土と南機土を''1心に大量の土器と廃棄物の

蓄積が行われるようになった．ＩＩＩＩ住は北地区だけでなく間

地区に拡大した。水淵川の施設と考えられた特異な溜池状

辿椛は艦土遺構と併行して僻まれた。また，終盤の榎林式

から大木１０式にかけては６本のクリ材の柱を荘礎とする

Mil立柱建物が構築された。列状の墓や環状の配石墓もこの

頃に作られた。

ところで，年代だけから兄ると大木１０式土器あるいはそ

の少しの後の時期にトチノキの利用が認められた。円筒土

器が作られた縄文時代前期１１'噸から中期の最盛期では人ﾉ』

の堅果類としてはオニグルミやクリの利用が一般的であり，

トチノキの随伴さえも認められない（辻ほか，2006)。式

内丸lllの集落に居住した展後の人々によってのみトチノキ

が利川されたことは亜要なﾘｉ実であろう。花粉分析によっ

て|ﾘlらかにされた三内丸|||での植生の変遷でも，ハI}住の

岐終段階においてクリの裳退とトチノキの急増が確かめら

れており（吉川ほか，2006)，時期としても矛盾せず，ト

チノキ利用は周辺で急蛸した資源を利用したものといえよ

う。このようなクリからトチノキへの植生の主要素の交代

は，三内丸山遺跡の東方の火矢沢野|+'（１）遺跡でも花粉

分析で確認されており（後藤・辻，2000)，クリの衰退と

トチノキの急増が三内丸山の集落一柵だけの現象ではなく，

より広い範ljMに広がりをもつ可能性が指摘される、この原

因や人とのかかわりについては，もう少し多くの年代盗料

やクリ・トチノキとのかかわりに関する資料を集積したこ

で議論されるべきだろう。

このように，さまざまな施設の１両序と編年の再構成によっ

て，二内丸山の集落は，円簡下屑式土器の段階と，円筒上

胴式士器の段階，そして榎林・雌花・大木１０式土器の段
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階といった三つの段階に人きぐ区分できる。岐後の段階は

'１問土器文化の衰退あるいは大水式上器文化との融合の時

lﾘlとして捉えられるかもしれない”こうした三つの段階に

わたる活動の変遷が文化・社会史の上でどのような意味を

もつのか，土器や石器，その他のさまざまな遺物を総合し

て今後は検討されなければならないだろう。

ところで，土壌生成論の立場からクロポク土の生成が森

林から刺県への変化によってもたらされたとする佐瀬．細

野（1998）の考えにしたがえば，訓人l丸111遺跡で区分さ

れた肢下部|櫛すなわち発伽洲査で仙1r的にIVI曽とされた

蝋色の土壌は人為的に作られた刺j〔という生態系におい

て生成されたことになる。だとすれば，三内丸ll-l遺跡に円

筒１２器をもった人々が本格的に〃+化を'1M始する前にすで

に森林から草原環境に改変されていたことになる，このこ

とは，花粉分析の結果をもとに柚生変化を論じた吉川ほか

(２００６）も円筒式土器の出現|ﾙl始前からの人の活動，とり

わけ木炭片（微粒炭）を生産する活動があったことを指摘

しており，少なくとも1111j者の考えは洲和的である。言内丸

111辿跡での最下部層という屑序は分iWi位が．円筒土器以前

のどのような文化をもつ人々とI''[接かかわるかは興味深い

問題であるが，ここではこれからの典体的課題として提起

しておくに留めたい，

’11小言内遺跡地区や沖餅川支流域である南の谷地区では，

純文時代前期から中期においても埋没林を伴う木本泥炭

岬'|が形成されていたことは，｜ﾙ|析芥内がﾊﾙ地的な環境に見

郷われていたことを示している。このことは青森平野南部

の大矢沢野田（１）遺跡でも開析谷内がﾊ,I地林を有する木

本泥炭屑の堆積の場となっていたこと（後藤・辻，２０００；

Noshiroeta1.,2002：久保ほか，2006）と調和的である｡

これらのことは，丘陵・'11地からの‐･般砕屑物の供給量が

おびただしく，開析谷川口がそれらによって堰きとめられ，

平llvを下降する河川流域や台地に刻まれた谷が埋積されや

すい状況にあったことを示唆している，高橋（199s）は青

森､F野の地形発達史を地形学からＩ,IIIiき出し，三内丸'11の集

藩が営まれた縄文時代前期から｢'-1期にかけては，台地縁辺

まで広大な干潟が広がっていたとしたが，この景観復元は

三内丸山遺跡の谷底での地質とI剛うやIl1il辺域の火矢沢野

川（１）遺跡の地質と層序（後藤・辻，2000）からもｲfi:定

でき，また，肯森平野の古地叫変進を主として表層地質に

よって描き出した久保ほか（2006）によっても否定された。

二内丸山の集落と内湾を結び付けていたのは沖館川であI)，

この流域は大矢沢野田（１）辿跡を流下していた谷と同様に．

泥炭や砂恢による埋積が著しい蝋境であったと考えられよ

う。このような現象は縄文時代後期になっていっそう顕著

となり，沖鮪川流域でのおびただしい砂牒の堆積によって

''I部胴（Ｍ）が形成され，南の谷地区での湿地林をもつ水

本泥炭肘からなる中部屑（Ｍ）の形成をもたらした。
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